
船舶事故等調査報告書 

平成２４年５月３１日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１広第２０６号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２３年１２月３日（土） ０９時１５分ごろ 

発生場所 愛媛県上島町岩城島南方沖 

 上島町所在の岩城港浜防波堤灯台から真方位１９７°１.１海里付近 

 （概位 北緯３４°１３.５′ 東経１３３°０８.５′） 

事故等調査の経過  平成２３年１２月５日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 遊漁船 楽 笑
らくしょう

丸、４.２トン 

   不詳、個人所有 

Ｂ プレジャーボート 夕凪
ゆうなぎ

丸、長さ６.７１ｍ 

   ２７３－９２０４広島、個人所有 

乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、不詳 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

死傷者等 なし 

損傷 Ａ 船首部船底外板に擦過傷、プロペラに曲損 

Ｂ 右舷船尾部及び機関室囲壁に破口、エンジンカバー等に破損 

事故等の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、釣り客３人を乗船させ、岩城島南方

沖を南東進中、前路で漂泊していたＢ船と衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗船して釣りのために漂泊中、船長Ｂが、エン

ジン音で接近するＡ船に気付いた。船長Ｂは、衝突は避けられないと判断

して船尾付近に避難し、平成２３年１２月３日０９時１５分ごろＡ船の船

首部とＢ船の右舷中央部とが衝突してＢ船は転覆した。 

 船長Ｂは、落水したが、Ａ船に救助された。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

その他の事項  船長Ｂは、衝突の約１０分前と約５分前にＢ船に向けて航行するＡ船を

視認していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ 不明、Ｂ あり 

Ａ 不明、Ｂ なし 

Ａ 不明、Ｂ なし 

 Ａ船は南東進中、Ｂ船は漂泊中、岩城島南方沖

において、両船が衝突したものと考えられる。 

 船長Ａは、前路で漂泊していたＢ船を避けずに

航行した可能性があると考えられるが、船長Ａか

ら情報が十分に得られなかったため、衝突に至っ

た状況を明らかにすることはできなかった。 

 船長Ｂは、漂泊して釣り中、Ａ船の接近に衝突

直前まで気付かなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、岩城島南方沖において、Ａ船が南東進中、Ｂ船が漂泊中、両



船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

 ・漂泊中の船舶であっても周囲の船舶の動向に注意すること。 

 




